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事
業
系
ご
み
と
は
、
一
般
廃
棄

物
の
う
ち
種
類
や
量
に
か
か
わ
ら

ず
事
業
活
動
で
発
生
す
る
す
べ
て

の
ご
み
を
い
い
ま
す
。
事
業
活
動

と
は
、
必
ず
し
も
営
利
を
目
的
と

す
る
活
動
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体
や
病
院
、
学

校
、
官
公
署
な
ど
の
公
共
の
サ
ー

ビ
ス
も
含
み
ま
す
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物

・ 

事
業
所
、
商
店
等
か
ら
出
る
紙

く
ず
、
茶
殻
等
の
雑
ご
み

・ 

飲
食
店
、
従
業
員
食
堂
か
ら
出

る
残
飯

・ 

卸
売
業
、
小
売
業
か
ら
出
る
野

菜
く
ず
、
魚
介
類
等

■ 

事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法

◆
資
源
と
し
て
活
用
す
る

　
資
源
は
ご
み
と
せ
ず
に
、
び
ん

類
・
缶
類
・
紙
類
・
布
類
な
ど
に

分
別
し
、
資
源
回
収
業
者
に
引
き

取
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
自
ら
事

業
所
内
に
お
い
て
、
生
ご
み
処
理

機
な
ど
を
使
用
し
、
堆
肥
化
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
ご
み
と
し
て
処
理
す
る

① 

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
委
託
す
る
方
法

　
町
か
ら
許
可
を
受
け
て
い
る
業

者
と
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。
契
約

に
基
づ
き
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

② 

事
業
者
自
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
す
る
方
法
　
　
　

　
搬
入
は
、
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご

み
︵
一
般
廃
棄
物
︶
に
限
り
ま

す
。
搬
入
す
る
場
合
、
処
理
手
数

料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

搬
入
先

　
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
２
１
４
８

処
理
手
数
料

　
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
10
㎏
に

つ
き
２
０
０
円

限
り
あ
る
資
源
を
未
来
に
つ
な
ご
う

　

い
ま
私
た
ち
の
生
活
は
、
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷

を
軽
減
す
る
﹁
循
環
型
社
会
﹂
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
事
業
所
は
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
リ
デ
ュ
ー
ス

︵reduce

・
ご
み
減
量
︶
、
リ
ユ
ー
ス
︵reuse

・
再
利
用
︶
、
リ
サ
イ

ク
ル
︵recycle

・
再
資
源
化
︶
の
３
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

事
業
系
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
で
循
環
型
社
会
を
推
進

　町では、地球温暖化対策の推進のため、住宅用省エネル
ギー設備を設置する者に対し、補助金を交付しています。 補 助 対 象 設 備

●太陽光発電システム
●家庭用燃料電池システム（エネファーム）
●定置用リチウムイオン蓄電システム
●エネルギー管理システム（HEMS）
●太陽熱利用システム

住宅用省エネルギー設備の設置に補助金が交付されます

　補助を受けるには、設備設置前の事前申請が必要です。詳し
くは、町ホームぺージで確認するか、生活環境係までお問い合
わせください。
問い合わせ　町民課 生活環境係　☎86-6072

事業所でのごみダイエット
　ごみの減量を推進するために、具体的
な取り組みを始めてみましょう。

紙
・ 書類は最小限にし、印刷やコピー

をする前に必要性をチェック
・ 両面コピーを心がけ、使用済み

用紙の裏面も利用
び
ん
・
缶

・ 繰り返し使えるリターナブル容
器を選ぶ

・納入業者に引き取りを依頼

生
ご
み

・ 小盛りや一品料理など、ニーズ
に合わせたメニューや品目で、
食べ残しや売り残しをなくす

・捨てる前に水切りを徹底

従
業
員
の

飲
食
ご
み

・ 自宅から弁当を持ってくること
で、弁当くずを減らす

・ 水筒の持参により缶やペットボ
トルの使用を減らす
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予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

腎臓健康教室を開催します

　
10
月
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
接
種
を
希

望
す
る
方
は
体
調
の
良
い
と
き
に
予
防
接

種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■ 

ワ
ク
チ
ン
費
用
の
助
成

　
町
は
、
次
の
用
件
を
満
た
す
方

へ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
公
費
負

担
を
実
施
し
ま
す
。
町
指
定
の
医

療
機
関
で
の
予
防
接
種
の
み
助
成

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
別
な
理
由

で
、
町
指
定
の
医
療
機
関
で
接
種

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
保

健
衛
生
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

対
象
者

① 

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳
以

上 

の
方

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
心

臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
よ
り
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
方

接
種
期
間

　
10
月
１
日
㈪
～
12
月
31
日
㈪

公
費
負
担
額

　
１
５
０
０
円
︵
１
回
の
み
︶

接
種
の
流
れ

①
医
療
機
関
へ
予
約
を
す
る

② 

予
診
後
、
予
防
接
種
を
受
け
る

③ 

料
金
か
ら
１
５
０
０
円
︵
公
費

負
担
額
︶
を
引
い
た
金
額
を
窓

口
で
支
払
う

④ 

予
防
接
種
済
証
を
医
療
機
関
か

ら
受
け
取
る

指
定
医
療
機
関

　
岡
野
医
院　
　
☎
�
５
７
５
７

　
ほ
り
医
院　
　
☎
�
５
３
１
５

　
東
庄
病
院　
　
☎
�
１
１
７
７

　
小
見
川
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
３
１
６
１

問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
☎
�
０
９
１
１

■腎臓健康教室
期　日 時　間 テーマ

11月６日㈫ 14：00～15：30 腎臓病について
尿・食事記録表の提出

11月30日㈮ 13：15～14：45 腎臓病と食事について
尿検査と食事記録の結果返却

場所　保健福祉総合センター
定員　先着30人（定員になり次第締め切り）
申込期限　10月24日㈬
申し込み・問い合わせ　健康福祉課 保健衛生係　☎79-0911

高 齢 者 施 設

見学ツアーを
開催します

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

東庄町行政ポイント対象事業

　健康診断の結果、腎機能が下
がってきている方を対象に教室
を開催します。

　町では、在宅で介護をしてい
る方や施設見学に興味のある方
を対象に家族介護教室を行なっ
ています。
　近隣の高齢者施設を見学する
ことで、施設の理解を深めてい
ただきます。また、介護者同士
のコミュニケーションを図りな
がら、リフレッシュを目的に見
学ツアーを実施します。

施 設 見 学
日時　11月15日㈭
　　　10:00～16:00
　　　（集合9:50）
集合　町保健福祉総合センター
見学先

　・特別養護老人ホーム
　　ささがわ
　・特別養護老人ホーム
　　マリンピア神栖
　・介護老人保健施設
　　葵の園・神栖
定員　先着30人
参加費　無料
※昼食はイオン銚子にて各自
対 象　在宅で介護している方、

施設見学に興味のある方
申込締切　11月５日㈪
　参加希望の方は、お電話で申
し込みください。

問い合わせ・申し込み
　地域包括支援センター
　☎80-3155


